
 
 
 
１ 事業概要 

(1)事 業 名 地方道路整備事業 (2)名 称 国道２９４号常総拡幅 
(3)事業主体 茨城県 (4)箇 所 名 常総市相野谷町～筑西市野殿 
(5)採択年度 ２００１年度（平成１３年度） (6)完成予定年度 ２０３５年度（令和17年度） 
(7)事業目的 ・国道２９４号は、茨城県取手市から栃木県を経て福島県会津若松市へ至る広域的な幹線道路である。 

・常総、下妻、筑西市内の渋滞緩和を図り、交通の円滑化に寄与するとともに、インターチェンジへのア

クセス向上による地域振興を目的とし、常総市相野谷町～筑西市野殿までの約２７．５ｋｍのバイパス

整備および相平橋西交差点等の立体化事業を行うものである。 

(8)事業内容 ・事業延長 L=27,500m（うち立体化約800m） 

・幅員 W=25.0m（４車線） 

・用地買収、地盤改良工事、道路改良舗装工事、橋梁工事 

 

２ 再評価の理由 

(1)再評価の理由 事業費の変更要因による

再々々々評価（2年経過） 
(2)当初完成予定 ２０１６年度（平成２８年度） 

(3)未着工・事業が長期

間要している理由 
－ 

(4)前回指摘事項に対す

る対応状況 

(再々評価の場合) 

委員会の意見 対 応 状 況 

継続することが妥当である。 引き続き、相平橋西交差点の立体化事業を推進する。 

 

３ 事業計画の変更 

(1)完成年度の変更 2027年度（令和9年度） → 2035年度（令和17年度）   8年延長 

【理由】 

地質調査の結果により、地盤改良の追加や橋梁形式に変更が生じ施工量が増加したため、事業期

間を8カ年延長することとした。 

(2)事業内容の変更 【理由】－ 

 

(3)事業費の変更 １６，０００百万円 → ２０，０００百万円    ４，０００百万円増 

【理由】－ 

地質調査の結果により、地盤改良の追加や橋梁形式に変更が生じ施工量が増加したため、事業費

を4,000百万円増額することとした。 

 

４ 進捗状況と今後の見通し 

(1)事業進捗状況 全 体 前年度 前年度まで 進捗率（前年度まで） 

事業量(ｍ) ２７，５００ ０ ２６，７００ ９７．１％ 

事 

業 

費 

工 事 費 １９，４９２ ５１８ １４，３２８ ７６．２％ 

用地買収補償費 ５０８ ０ ５０８ １００．０％ 

計(百万円) ２０，０００ ５１８ １４，８３６ ７６．８％ 

(2)関連事業の進捗状況 ・圏央道４車線化 2025(R7)～2026(R8)年度予定 

・国道354号水海道有料道路 2027(R9)年度無料化予定 

(3)今後の見通し 工 事 用 地 等 

早期完了を目指し、立体化工事を推進してい

く。 
令和５年度に全ての用地取得が完了した。 

 

 
 

 

５ 評価内容 

(1)事業の必要

性 

国道２９４号については、平成３０年度までに４車線化が完了したものの、主要な幹線道路との交差点

においては、慢性的な交通渋滞が発生している。また、圏央道については、令和８年度までに段階的に４

車線化される見通しであるとともに、常総ＩＣ周辺においては常総市によるアグリサイエンスバレーや

道の駅「常総」による拠点整備が進められており、さらなる交通需要が見込まれている。 
社会情勢等の変化

に関する指標１ 

計画時の 

状  況 

現時点での 

状  況 

社会情勢等の変化

に関する指標２ 

計画時の 

状  況 

現時点での 

状  況 

国道294号 

24時間交通量 

（筑西市梶内） 

21,092台/日 

(H11 ｾﾝｻｽ) 

21,063台/日 

(R3 ｾﾝｻｽ) 

国道294号 

24時間交通量 

（つくばみらい市

小絹） 

35,217台/日 

(H11 ｾﾝｻｽ) 

38,853台/日 

(R3 ｾﾝｻｽ) 

(2)事業の有効

性 

本事業の実施により、事業区間の通過時間が10分短縮され、物流の効率化や圏央道常総ＩＣ及び常磐

道谷和原ＩＣへのアクセス性が向上する。また、市街地に流入していた交通が転換され、交通の安全や良

好な生活環境の確保が期待できる。 
効 果 予 測 に 

関する指標１ 

事業なし 事業あり 効 果 予 測 に 

関する指標２ 

事業なし 事業あり 

常総市相野谷町～

筑西市野殿の通過

時間（R22） 

４３分 ３３分    

効果算定要因に  

関する指標１  

事業なし 事業あり 効果算定要因に  

関する指標２  

事業なし 事業あり 

国道294号 

将来交通量(R22) 
14,900台/日 29,200台/日 

谷和原筑西線 

将来交通量(R22) 
6,800台/日 5,000台/日 

(3)事業の効率

性 

ア）主な効果（Ｂ） 

①当該路線の整備により、相平橋西立体を含む常総拡幅約２７．５ｋｍ区間において、走行時間の短縮

（約７６，４００百万円）、走行経費の減少（約-１７，１７０百万円）、及び交通事故の減少（約４，

９１０百万円）が図られる。（合計 約６４，１４０百万円） 

②常総ＩＣ周辺のアグリサイエンスバレーや道の駅「常総」へのアクセスが向上し、企業立地や産業の振

興に寄与する。 
 
イ）主な費用（Ｃ）※現在価値化：令和７年度 

 ①事業費      ２９，４７０百万円 

 ②維持管理費       ４，０８０百万円 

 ③更新費        １，５９０百万円 

    計       ３５，１４０百万円 

 

主な効果のうち貨幣化が可能な①について事業の効率性を分析した結果は以下のとおりである。 

  参考となる指標  Ｂ／Ｃ＝１．８ 
(4)地元の意向 常総バイパス整備促進期成同盟会（会長：常総市、関係市町村：下妻市、つくばみらい市）から事業の早

期完成を要望されている。 

(5)コスト縮減

や代替案立案

の可能性 

土工における土量の過不足について、近傍で実施している他事業と工事間流用を調整することにより、コ

スト縮減を図る。 

 

６ 対応方針               ７ 再評価委員会の意見        ８ 委員会の意見を踏まえた対応 

市街地の渋滞緩和およびインターチェン

ジへのアクセス向上を図るため、早期の

整備を図る。 

 継続することが妥当である。  委員会の意見を踏まえ、現計画に沿

って早期完成を目指し、事業を進め

る。 

資料２ 

担当部課名 土木部道路建設課 

再  評  価  調  書 



９  位 置 図  

 

 

常総 IC 

常 総 市 役 所  

つ く ば 市  

常 総 市  

R 3 セ ン サ ス  

国 道 2 9 4 号  

（ 筑 西 市 梶 内 ）  

2 4 時 間 交 通 量  

2 1 , 0 6 3 台 / 日  

R 3 セ ン サ ス  

国 道 2 9 4 号  

（ つ く ば み ら い 市 小 絹 ）  

2 4 時 間 交 通 量  

3 8 , 8 5 3 台 / 日  

国 道 2 9 4 号 常 総 拡 幅  

L ＝ 2 7 , 5 0 0 m  

C4

E6

谷和原 IC 

坂東 IC 

アグリサイエンスバレー 

つくば中央 IC 

しもつま中央工業団地 

境古河 IC 

N

下 妻 市  

下 妻 市 役 所  

常 総 市 相 野 谷 町  

筑 西 市 野 殿  

道の駅常総 


